
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会社が「強い決意」をもっ
てしても「あってはならな
い事態」が無くならなかっ
た。踏み込んで抜本対策を
確立する。 

繰り返される 
３６協定違反の 
抜本対策 

安全衛生委員会 
における 
審議 

長野支社の 
労働実態に対する 

具体的な対応 

破棄条項付き 
一年締結 

３６協定違反や、労働時間
の実態について、勤務の実
態を一番把握できる職場
の安全衛生委員会で審議
する。 

組合員の声を受け止め、あ
らゆるデータに基づいて
労働実態を把握し、適切に
対応する。 
全支社に展開して調査。 

会社が抜本的かつ効果的
な具体策を示し、労働時間
を適正に管理すれば何ら
問題はない。 
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労働時間の適正管理 

ガイドライン 

労働時間の適正管理 

ガイドライン 


